






角永和夫の作品は、見る者を瞬時に魅了する。ワックスを塗っ
たような木の表面から発せられる触覚的な輝き、和紙のマッ
トな光沢、焦げた竹の色調の変化、そして溶かされたガラス
の艶やかな表面。作品の優美さ、圧倒的な美しさとスケール、
そして細部への徹底的なこだわりは、どれもが息を呑むよう
な驚きをもたらす。作品に臨場感を感じ、意識することなく没
入できる。それ自体が稀有で特別な現象だが、最も明白な官
能的な側面の呪縛が、角永の過剰なまでの思慮深さを覆い
隠してしまう。彼の作品すべてには、ひそやかな火花を散らす
深遠なユーモアのセンスが宿っている。

これらの作品は、高度な技術を持つ木工職人や紙漉き職人と
の連携によって生まれた、工芸における離れ業と言えるだろ
う。木工職人は彼の実家の製材業に従事する職人であり、紙
漉き職人は雁皮（がんぴ）や楮（こうぞ）パルプから作られる和
紙の伝統的な生産者です。角永の木の作品の中でも最も魅
力的なのものは、杉やヒノキの丸太を、紙のように薄い水平
の短冊状にカットし、再構成したものである。木は生木のうち
に加工され、樹皮を剥ぎ、スライスした後、再び元の形に重ね
られる。組み立てられた木材は乾燥するにつれて反りや収縮
が生じ、その本質的な性質が露わになる。1970年代から80年
代にかけて作られた丸太の作品は、乾燥加工の過程で展示
されることも多く、継ぎ目に沿って伸縮する木材の割れや折
れの音が観客に聞こえる。これが角永のコンセプトの核心で
ある。彼の介入は個人的な痕跡を残さないものの、木の本質
的な特徴を表現することを促す。
紙とガラスを用いた作品には、共通の傾向が見られる。素材
は、個々の作品に介入することなく、本来の特性を露わにする
。紙の作品は、まだ水分を含んでいる複数の和紙を厚く重ね
板状にしたもので、一方の端は固い塊に固定され、もう一方
の端は自由に垂れ下がり、大きく広がるようにしている。角永
は作品の形とスケールを決め、その膨張の度合いを予測する
ことができるが、その行為は彼とは無関係に起こる。緑がかっ
た泡状のガラスの塊は、割れた蛍光灯が溶けてできたものだ
。展覧会に収録されている映像は、溶けたガラスが流れ出し、
冷えて渦を巻き、最終的に高く丸みを帯びた曲線の塊へと形
作られる様子を記録している。

角永の作品は、制作に必要なプロセスの集積を反映している
とはいえ、アメリカで「プロセス・アート」と呼ばれていたもの
と同じ視点で捉えるのは誤りだろう。彼の作品は、1970年代、
80年代のセラ、スミスソンらによるプロセス・アートには見ら
れない、自然と工芸に対する日本特有の文化的繋がりに由来
している。角永の作品は日本の「もの派」と共通点を持つもの
の、概念的には一線を画している。2025年の現在、その奇妙
な純粋さと完全な抽象性には、どこか痛ましいほど無邪気な
雰囲気が漂っている。私たちは時事性に慣れてしまい、多くの
アーティストが感覚に根ざした美的体験を放棄してしまった。
この繊細で、臆することなく美しいコンセプチュアルな作品は
、ますます稀少でなりつつあるが、まさに不可欠な体験を私
たちに与えてくれる。
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